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（趣旨） 

第１条 この要綱は，岡山市建設工事一般競争入札実施要綱（以下「一般競争入札実施要

綱」という。）に定めるものを除くほか，岡山市が発注する建設業法（昭和２４年法律

第１００号）第２条第１項に規定する建設工事（以下「工事」という。）の請負契約に

係る総合評価一般競争入札に関して必要な事項を定めるものとする。 

（用語の定義） 

第２条  この要綱において，次の各号に掲げる用語の意義は，当該各号に定めるところに

よる。 

(1) 総合評価一般競争入札  地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「令」

という。）第１６７条の１０の２の規定に基づき，価格その他の条件が本市にとって

最も有利なものをもって申込みをした者を落札者とする方式の一般競争入札をいう。 

(2) 特別簡易型 技術的な工夫の余地が小さい工事において，施工の確実性を確保する

ため，同種工事の経験，工事成績等に基づき，技術力及び価格を総合的に評価する総

合評価一般競争入札をいう。 

(3) 特別簡易育成型（以下「育成型」という。）  技術的な工夫の余地が小さい工事に

おいて，施工の確実性を確保するため，工事成績等に基づき，技術力及び価格を総合

的に評価する総合評価一般競争入札をいう。 

(4) 簡易型 技術的な工夫の余地が比較的小さい工事において，施工の確実性を確保す

るため，簡易な施工計画，同種工事の経験，工事成績等に基づき，技術力及び価格を

総合的に評価する総合評価一般競争入札をいう。 

(5) 標準型 技術的な工夫の余地が大きい工事であって，本市が求める工事内容を実現

するための施工上の技術提案を求める場合において，安全対策，交通及び環境への影

響，工期の短縮等の観点から技術提案を求め，技術提案に係る具体的な施工計画，同

種工事の経験，工事成績等と併せて技術力及び価格を総合的に評価する総合評価一般

競争入札をいう。 
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(6) 高度技術提案型 技術的な工夫の余地が大きい工事であって，構造物の品質向上を

図るための高度な技術提案を求める場合において，設計段階からの工事目的物の強度，

耐久性，環境に関する性能，景観，ライフサイクルコスト等の観点から高度な技術提

案を求め，技術提案に係る具体的な施工計画，同種工事の経験，工事成績等と併せて，

技術力及び価格を総合的に評価する総合評価一般競争入札をいう。 

(7) 自己採点表 特別簡易型又は育成型において市が定める評価項目について入札参加

者が自己で採点を行った結果を記載した表 

(8) 許容価格  地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第２３４条第３項に規定する予

定価格のことをいい，消費税及び地方消費税相当額を含んだものをいう。 

(9) 税抜き許容価格  許容価格から消費税及び地方消費税相当額を除いたものをいう。 

（対象工事） 

第３条 総合評価一般競争入札の対象となる工事（以下「対象工事」という。）は，次に

掲げる工事とする。ただし，緊急を要する場合その他総合評価一般競争入札により難い

特別の事由があるときは，この限りでない。 

(1) 特別簡易型  許容価格１億５，０００万円以上の工事 

(2) 育成型  許容価格１億円以上１億５，０００万円未満の工事 

(3) 簡易型，標準型又は高度技術提案型  次のいずれかに該当する工事で，岡山市競争

入札参加資格等審査委員会規程（平成１３年市訓令甲第２６号）第２条に規定する岡

山市競争入札参加資格等審査委員会（以下「審査委員会」という。）が指定する工事 

ア  入札者の提示する施工計画によって，市長が示す仕様に基づき適切で確実な施工

を行う能力に相当程度の差異が生ずると認められる工事 

イ  入札者の提示する性能，機能，技術等（以下「性能等」という。）によって，工

事価格に工事に関連して生ずる補償費等の支出額及び収入の減額相当額並びに維持

更新費を含むライフサイクルコストを加えた総合的なコストに，相当程度の差異が

生ずると認められる工事 

ウ  入札者の提示する性能等によって，工事価格の差異に比して，工事目的物の初期

性能の持続性，強度，安定性等の性能及び機能に相当程度の差異が生ずると認めら

れる工事 
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エ  環境の維持，交通の確保，特別な安全対策，省資源対策又はリサイクル対策を必

要とする工事であって，入札者の提示する性能等によって，工事価格の差異に比し

て対策の達成度に相当程度の差異が生ずると認められる工事 

オ  その他特に簡易型，標準型又は高度技術提案型によることが適当であると認めら

れる工事 

（学識経験者の意見聴取） 

第４条  市長は，総合評価一般競争入札を行おうとする場合において，令第１６７条の１

０の２第３項に規定する落札者決定基準（以下「落札者決定基準」という。）を定めよ

うとするときは，令第１６７条の１０の２第４項及び地方自治法施行規則（昭和２２年

内務省令第２９号。以下「施行規則」という。）第１２条の４の規定に基づき，あらか

じめ２人以上の学識経験を有する者（以下「学識経験者」という。）の意見を聴かなけ

ればならない。 

２  市長は，前項の規定による意見の聴取の際に，令第１６７条の１０の２第５項の規定

に基づき，併せて，当該落札者決定基準に基づいて落札者を決定しようとするときに改

めて意見を聴く必要があるかどうかについて意見を聴くものとし，改めて意見を聴く必

要があるとの意見が述べられた場合には，当該落札者を決定しようとするときに，施行

規則第１２条の４の規定に基づき，あらかじめ２人以上の学識経験者の意見を聴かなけ

ればならない。 

３  学識経験者の意見聴取は，文書の受け渡し（電子メールを含む。）の方法，個別面

談の方法又は会議の方法により行うものとする。 

（技術評価委員会の設置） 

第５条  総合評価一般競争入札を実施する場合において，価格以外の技術的な要素の審査，

評価を行うため，岡山市建設工事総合評価一般競争入札技術評価委員会（以下「技術

評価委員会」という。）を設置する。 

２  技術評価委員会は，委員長及び委員をもって組織する。 

３  委員長は，財政局財務部長をもって充て，委員長に事故があるときは，あらかじめ委

員長が指名する委員がその職務を代理する。 

４  委員は，当該工事の施工担当課の課長及びその課を担当する部長（岡山市事務決裁規
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程（平成４年市訓令甲第４号）第３条第９号に定める部長をいう。）並びに契約課長，

契約課工事契約担当課長，監理検査課長及び監理検査課課長補佐をもって充てる。 

５ 委員長は，必要があると認めるときは，前項に掲げる者以外の職員を委員に加えるこ

とができる。 

（落札者決定基準） 

第６条  市長は，総合評価一般競争入札を実施しようとするときは，評価基準，評価の方

法その他の基準を内容とする落札者決定基準を定めるものとする。 

２  前項の落札者決定基準は，次の各号に掲げる区分に従い，当該各号に掲げる方法によ

り，技術評価委員会において定めるものとする。ただし，対象工事の許容価格が３億円

以上の場合は，技術評価委員会における審議を経て，審査委員会において定めるものと

する。 

(1) 特別簡易型，育成型又は簡易型 評価の方法は，入札者から提出された技術資料等

に基づき各評価項目を点数化した得点の合計点（以下「技術評価点」という。）を当

該入札者の入札価格で除したものを総合評価点とする除算方式によるものとし，具体

的な評価の方法，評価基準等は，総合評価一般競争入札（特別簡易型・特別簡易育成

型・簡易型）落札者決定基準（以下「特別簡易型等落札者決定基準」という。）の規

定によるものとする。 

(2) 標準型又は高度技術提案型 評価の方法は，前号に規定する除算方式又は入札者の

入札価格に基づいて算定した価格評価点に，技術評価点を加えたものを総合評価点と

する加算方式のいずれかによるものとし，評価基準は，対象工事の目的及び内容によ

り必要とされる技術的要件に応じて定めるものとする。 

（許容価格の決定） 

第７条  市長は，新技術，特殊な施工方法等の高度な技術又は優れた工夫を含む技術提案

を求める場合においては，提案及びそれに要する費用が適切であるかを審査し，最も優

れた提案を採用することができるように許容価格を決定することができるものとする。 

（入札の公告） 

第８条  市長は，総合評価一般競争入札を行おうとする場合において，当該契約について

岡山市契約規則（平成元年市規則第６３号。以下「規則」という。）第５条の規定によ
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り公告をするときは，同条の規定により公告をしなければならない事項のほか，次に掲

げる事項についても公告しなければならない。 

(1) 総合評価一般競争入札を実施する工事である旨 

(2) 当該総合評価一般競争入札に係る落札者決定基準 

(3) 提出を求める技術資料等の内容及び提出期限 

(4) その他総合評価一般競争入札の実施に必要な事項 

（技術資料等の提出） 

第９条 総合評価一般競争入札に参加しようとする者（以下「入札参加者」という。）は，

次の各号に掲げる区分に従い，当該各号に掲げる技術資料等を，前条に規定する公告で

指定する日（以下「提出期限」という。）までに，公告で指定する方法により提出しな

ければならない。 

(1) 特別簡易型又は育成型（イからカまでについては提出を求めた者のみとする。ただ 

し，ウについては育成型を除く。） 

ア 自己採点表 

イ  技術資料提出書 

ウ  施工実績調書 

エ  配置予定技術者調書 

オ  企業の体制に関する調書 

カ その他添付資料 

(2) 簡易型 

ア  前号（アを除く。）に掲げる技術資料等 

イ  工程表・施工計画に係る技術的所見 

ウ  施工に関する課題に係る技術的所見 

エ 品質管理に係る技術的所見 

(3) 標準型又は高度技術提案型 

対象工事の目的及び内容により必要とされる技術的要件に応じて定めるものとする。 

２  前項に規定する技術資料等の様式は，様式第１号から様式第８号までを基準として，

対象工事ごとに定めるものとする。 
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３  第１項に規定する技術資料等を郵送により提出するときは，岡山大供郵便局留の一般

書留又は簡易書留郵便により，提出期限までに当該郵便局に到着するように郵送しなけ

ればならない。 

４ 市長は，必要があると認めるときは，技術資料等の作成について説明会を実施するも

のとする。 

５  提出された技術資料等は，提出期限後は書換え，引換え又は撤回することはできな

い。 

６  技術資料等の作成及び提出に要する費用は，入札参加者の負担とする。 

（技術評価点の算定） 

第１０条  前条の規定に基づき，入札参加者から提出された技術資料等（税抜き許容価格

を超える価格で入札書を提出した者及び岡山市建設工事低入札価格調査実施要綱第７条

第２項に規定する予備調査で失格した入札者（以下「予備調査失格者等」という。）か

ら提出されたものを除く。）は，次に掲げる区分に従って評価を行い，技術評価点を算

定するものとする。 

(1) 特別簡易型又は育成型 

特別簡易型等落札者決定基準の規定に基づき，第１２条第２項の確認対象者決定前

は自己採点表により技術評価点を算定するものとし，確認対象者決定後は確認対象者

から提出された技術資料等により技術評価委員会において技術評価点を算定するもの

とする。 

(2) 簡易型 

特別簡易型等落札者決定基準の規定に基づき，技術評価委員会において技術評価点

を算定するものとする。 

(3) 標準型又は高度技術提案型 

第６条第２項第２号の規定により定めた評価基準に基づき，技術評価委員会での審

査を経て審査委員会において技術評価点を算定するものとする。 

２  技術評価委員会の委員長は，必要に応じて入札参加者に対して技術資料等に関する説

明を求めることができるものとする。 

（無効の入札） 
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第１１条  岡山市建設工事電子入札実施要綱（以下「電子入札実施要綱」という。）第１

２条及び岡山市建設工事郵便入札実施要綱（以下「郵便入札実施要綱」という。）第１

０条に規定するもののほか，次の各号のいずれかに該当する入札は，無効とする。 

(1) 提出期限までに技術資料等の全部又は一部を提出しない者がした入札 

(2) 技術資料等を公告で指定する方法以外の方法で提出した者がした入札 

(3) 提出された技術資料等の全部又は一部に誤記又は記載漏れ等があり，適正な評価が

できない入札 

(4) 提出された技術資料等に虚偽の記載をした者がした入札 

(5) 技術提案の内容が不適切で確実な施工が困難と認められる場合その他適正な評価が

できない技術資料等を提出した者がした入札 

（総合評価点の算定） 

第１２条  電子入札実施要綱第８条及び第１０条第１項又は郵便入札実施要綱第８条第１

項から第３項までの規定により開札を行った結果，電子入札実施要綱第１０条第３項又

は郵便入札実施要綱第８条第５項の規定により落札者の決定を保留したときは，次に掲

げる区分に従い，電子入札実施要綱第１０条若しくは郵便入札実施要綱第８条第３項又

は前条の規定により無効となった入札書及び予備調査失格者等が提出した入札書を除く

入札書（以下「有効入札書」という。）を提出した入札者ごとの総合評価点を算定する

ものとする。 

(1)特別簡易型，育成型又は簡易型 

第１０条第１項第１号及び第２号の規定により算定した技術評価点を当該入札者の

入札価格で除すことにより，総合評価点を算定するものとする。 

(2) 標準型又は高度技術提案型 

第１０条第１項第２号の規定により算定した技術評価点及び価格評価点又は入札価

格に基づき，第６条第２項の規定により定めた評価の方法により，総合評価点を算定

するものとする。 

２  前項の規定に基づき総合評価点を算定した場合は，有効入札書を総合評価点の高い順

に並び替えて順位を付し，第１順位の入札書を提出した者を電子入札実施要綱第１０条

第５項又は郵便入札実施要綱第８条第６項に規定する確認対象者とみなして電子入札実



岡山市建設工事総合評価一般競争入札に関する要綱 

施要綱第１２条又は郵便入札実施要綱第１０条以下の規定を準用するものとする。 

３  前項の規定により有効入札書に順位を付す場合において，総合評価点が同一の者が２

人以上あるときは入札価格の低い順に順位を付し，入札価格も同一のときは当該入札者

にくじを引かせて順位を決定するものとする。 

４  前項の場合において，当該入札者のうちくじを引かない者があるときは，これに代え

て，当該入札事務に関係のない職員にくじを引かせるものとする。 

５ 特別簡易型又は育成型において，確認対象者決定後に総合評価点を算定した結果，他

の者の総合評価点が高いと判断した場合は，確認対象者の次に高い総合評価点の者以降

について，順次技術資料等の提出を求めた上で，技術評価委員会において技術評価点を

算定するものとし，総合評価点が最も高い者が確認されるまで行うものとする。 

（落札者の決定） 

第１３条  電子入札実施要綱第１４条から第１６条まで及び郵便入札実施要綱第１２条

（第３項を除く。）から第１４条までの規定は，落札者の決定について準用する。この

場合において，郵便入札実施要綱第１２条第２項中「確認対象者の次に低い価格」とあ

るのは「第２順位」に，「次順位者」とあるのは「第２順位者」に読み替えるものとす

る。 

２ 前項の場合において，落札者を決定しようとするときは，あらかじめ技術評価委員会

の審査を受けるものとする。ただし，対象工事の許容価格が３億円以上の場合は，審査

委員会の審査を受けるものとする。 

（総合評価結果の公表） 

第１４条  市長は，前条の規定により落札者を決定したときは，当該落札者に対して落札

決定を通知するとともに，一般競争入札実施要綱第１２条に規定する入札結果の公表に

併せて次に掲げる事項を公表するものとする。 

(1) 当該総合評価一般競争入札を行った理由 

(2) 落札者決定理由 

(3) 各入札参加者の価格評価点（価格評価点を算定する場合に限る。） 

(4) 各入札参加者の技術評価点 

(5) 各入札参加者の総合評価点 
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（落札者とならなかった者に対する理由の説明） 

第１５条  入札に参加した者で落札者とならなかった者は，前条に規定する公表を行った

日の翌日から起算して１４日以内に，市長に対して落札者として決定されなかった理由

の説明を求めることができる。 

（技術資料の担保） 

第１６条 契約の締結に当たり，落札者が提示した技術資料のうち当該工事の施工に関す

る提案内容については，設計図書の一部とする。 

２ 市長は，落札者となった者が，契約締結後，請負者の責に帰すべき事由により，前項

の規定により設計図書の一部となった提案内容を満たす施工が行われていないと判断し

た場合は，岡山市工事検査規程（昭和５３年市訓令甲第２号）第１６条に規定する工事

成績評定表の評定点（以下「評定点」という。）を減ずる措置を講じるものとする。こ

の場合において，技術資料の内容と施工内容に著しい差異があるときは，契約金額の減

額，損害賠償の請求又は契約解除を行うことができるものとする。 

３ 市長は，契約締結後，配置した技術者を変更する際，変更する技術者の能力が配置し

た技術者の能力を満たさないと判断した場合は，評定点を減ずる措置を講ずるものとす

る。 

（技術提案の保護等） 

第１７条 入札参加者から提出された技術提案については，その採否にかかわらず公表し

ないものとする。 

２ 提出された技術提案について，以後の工事において，その内容が一般的に使用されて

いる状態となった場合は，本市が発注する工事に無償で使用できるものとする。ただし，

工業所有権等の排他的権利を有する技術提案については，この限りでない。 

（その他） 

第１８条  この要綱に定めるもののほか，総合評価一般競争入札の実施に関し必要な事項

は，市長が別に定める。 

２ 市長は，第３条第２号に掲げる工事に係る総合評価一般競争入札の実施に当たり，特

にこの要綱により難いと認めるときは，当該総合評価一般競争入札の実施に必要な事項

を別に定めることができる。 
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附 則（平成２５年３月２６日財政局長決裁） 

この要綱は，平成２５年４月１日以後に公告する工事から適用する。 

附 則（平成２６年４月１日財政局長決裁） 

この要綱は，平成２６年４月１日以後に公告する工事から適用する。 

附 則（平成２７年３月３０日財政局長決裁） 

この要綱は，平成２７年４月１日以後に公告する工事から適用する。 

附 則（平成２８年３月３１日財政局長決裁） 

この要綱は，平成２８年４月１日から適用する。ただし，様式第２号及び様式第３号

に係る改正は，平成２８年７月１日以後に公告する工事について適用し，同日前の公告に

係る工事については，なお従前の例による。 

附 則（平成２９年３月３１日財政局長決裁） 

この要綱は，平成２９年４月１日以後に契約する工事から適用する。 

附 則（平成３０年３月２９日財政局長決裁） 

この要綱は，平成３０年４月１日以後に契約する工事から適用する。 

附 則（令和元年１２月１８日財政局長決裁） 

１ 改正後のこの要綱の規定（次項及び第３項に掲げる規定を除く。）は,令和２年４月

１日（以下「適用日」という。）以後に公告する工事から適用し，同日前の公告に係

る工事については，なお従前の例による。 

２ 改正後の第６条（同条第２項第１号を除く。）の規定は，適用日以後に落札者決定基

準を定める工事から適用し，同日前に落札者決定基準を定める工事については，なお

従前の例による。 

３ 改正後の第１３条第２項の規定は，適用日以後に落札者の決定の審査を受ける工事か

ら適用し，同日前に落札者の決定の審査を受ける工事については，なお従前の例によ

る。 

附 則（令和２年３月３０日財政局長決裁） 

この要綱は，令和２年４月１日以後に公告する工事から適用する。 

附 則（令和４年３月２９日財政局長決裁） 

この要綱は，令和４年４月１日以後に公告する工事から適用する。 
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附 則（令和６年３月２９日財政局長決裁） 

この要綱は，令和６年４月１日以後に公告する工事から適用する。 
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様式第１号（第９条関係） 

 

技術資料提出書（単体用） 

 

                                                       年  月  日 

 

 岡山市長          様 

 

                                     所在地 

                                     商号又は名称 

                                     代表者名                             印 

 

 

     年  月  日付けで公告のあった                 工事 

の総合評価一般競争入札について，次のとおり技術資料を提出します。 

 なお，技術資料及び添付資料の内容は，事実と相違ないことを誓約します。  

 

  提出する技術資料（添付資料を含む。） 

提出の有無 技 術 資 料 名 

 施工実績調書 

 配置予定技術者調書 

 企業の体制に関する調書 

 工程表・施工計画に係る技術的所見 

 施工に関する課題に係る技術的所見 

 品質管理に係る技術的所見 

        注） 提出する技術資料の「提出の有無」欄に○印を付けてください。 
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様式第１号（第９条関係） 

 

技術資料提出書（共同企業体用） 

 

                                                       年  月  日 

 

 岡山市長          様 

 

                                                     特定建設工事共同企業体 

 

                          代表者    所在地 

                                    商号又は名称 

                                    代表者名                               印 

                          構成員    所在地 

                                    商号又は名称 

                                    代表者名                               印 

                          構成員    所在地 

                                    商号又は名称 

                                    代表者名                              印 

 

 

     年  月  日付けで公告のあった                 工事 

の総合評価一般競争入札について，次のとおり技術資料を提出します。 

 なお，技術資料及び添付資料の内容は，事実と相違ないことを誓約します。  

 

  提出する技術資料（添付資料を含む。） 

提出の有無 技 術 資 料 名 

 施工実績調書 

 配置予定技術者調書 

 企業の体制に関する調書 

 工程表・施工計画に係る技術的所見 

 施工に関する課題に係る技術的所見 

 品質管理に係る技術的所見 

        注） 提出する技術資料の「提出の有無」欄に○印を付けてください。 
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様式第２号（第９条関係） 

 

施 工 実 績 調 書 
 

                                           （会社名             ） 

〔今回発注工事名：                                               〕 

工事名  

発注者  

請負者  出資比率     ％ 

請負代金額                                     円 

工期     年  月  日～    年  月  日 

CORINS登録の有無 有（CORINS登録番号：          ）・無 

 

工事概要 

※ 工法・規模等同種工事であることが確認できる内容を記載し

てください。 

注1) 別に定める同種工事施工実績に該当する工事のうち規模が最大のものについて記載して

ください。 

注2) 記載した工事の財団法人日本建設情報総合センター（CORINS）の竣工時の登録内容確認

書の写し（土木工事を除き，CORINS登録がない場合は契約書の写しでも可。）を添付して

ください。ただし，竣工時の登録内容確認書の写し又は契約書の写しだけでは同種工事で

あることが確認できない場合は，平面図，構造図，工事数量総括表等工法，規模等が確認

できる資料を必ず添付してください。 

注3)  岡山市特定建設工事共同請負制度取扱要綱第１条に規定する特定建設工事共同企業体

（以下「共同企業体」という。）を結成して入札に参加する場合は，共同企業体の代表者

（以下「第１構成員」という。）の施工実績についてのみ記載してください。 
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様式第３号（第９条関係） 

 

配置予定技術者調書 
 

                           （会社名               ） 
〔今回発注工事名                                             〕 

配置予定技術者氏名 
 継続教育(CPD(S))

の学習実績の有無 
有 ・ 無 

取得している法令によ
る免許等 

 

工 
 
 

事 
 
 

経 
 
 

験 

工事名  

発注者  

請負者  出資比率    ％ 

請負代金額            円 

工期 年  月  日～    年  月  日 

従事した役職 監理技術者・特例監理技術者・主任技術者 

工期の内，上記役職と
して従事した期間 

年  月  日～    年  月  日 

CORINS登録の有無 有（CORINS登録番号：          ）・無 

工事概要 
※ 工法・規模等同種工事であることが確認できる内容を記載してくだ

さい 

工
事
成
績
評
定
点
が
最
高
点
の
工
事 

工事名  

請負者  出資比率    ％ 

請負代金額            円 工事成績評定点    点 

工期 年  月  日～    年  月  日 

従事した役職 監理技術者・特例監理技術者・主任技術者 

工期の内，上記役職と
して従事した期間 

年  月  日～    年  月  日 

CORINS登録 CORINS登録番号： 

注1)  取得している免許等が確認できる資料及び社会保険加入関係書類等常時雇用の証となる

ものの写しを添付してください。 
注2) 継続教育（CPD(S)）の学習実績がある場合は，学習実績を証明するものの写しを添付し

てください。 

注3) 「工事経験」欄には，別に定める同種工事施工経験に該当する工事のうち規模が最大の

ものについて記載してください。 
注4) 「工事経験」欄に記載した工事のCORINSの竣工時の登録内容確認書の写し（土木工事を

除きCORINS登録がない場合は契約書の写しでも可。）を添付してください。ただし，竣工

時の登録内容確認書の写し又は契約書の写しでは同種工事であることが確認できない場合

は，平面図，構造図，工事数量総括表等工法，規模等が確認できる資料を必ず添付してく

ださい。 

注5) 「工事成績評定点が最高点の工事」欄に記載した工事のCORINSの竣工時の登録内容確認

書の写しを添付してください。 
注6)  共同企業体を結成して入札に参加する場合は，第１構成員の配置予定技術者についての

み記載してください。 
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様式第３号（第９条関係） 

 

配置予定技術者調書（特別簡易育成型） 
 

                           （会社名               ） 

〔今回発注工事名                                             〕 

配置予定技術者氏名 
 継続教育(CPD(S))

の学習実績の有無 
有 ・ 無 

取得している法令によ

る免許等 

 

工
事
成
績
評
定
点
が
最
高
点
の
工
事 

工事名  

請負者  出資比率    ％ 

請負代金額                      円 工事成績評定点    点 

工期     年  月  日～    年  月  日 

従事した役職 
監理技術者・特例監理技術者・主任技術者・ 

監理技術者補佐・現場代理人 

工期の内，上記役職と

して従事した期間 
  年  月  日～    年  月  日 

CORINS登録 CORINS登録番号： 

注1)  取得している免許等が確認できる資料及び社会保険加入関係書類等常時雇用の証となる

ものの写しを添付してください。 

注2) 継続教育（CPD(S)）の学習実績がある場合は，学習実績を証明するものの写しを添付し

てください。 

注3) 「工事成績評定点が最高点の工事」欄に記載した工事のCORINSの竣工時の登録内容確認

書の写しを添付してください。 
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様式第４号（第９条関係） 

 

企業の体制に関する調書 

                                    （会社名                 ） 

〔今回発注工事名                                             〕 

項      目 区       分 添 付 資 料 
過去３年間の岡山市におけ
る優良工事施工業者表彰の
回数又は経過措置による評
価対象者 

① ２回以上又は経過措置
による評価対象者 

 

② １回  

③ ０回  

ISO9000シリーズ又は14000
シリーズ認証取得の有無 

 9000シリーズ( 有 ・ 無 ) 
14000シリーズ( 有 ・ 無 ) 

登録証（認証状）の写し 

建設業労働災害防止協会加
入の有無 

有 ・ 無 

建設業労働災害防止協会
加入証明書の写し（３月
以内に発行されたものに
限る。） 

岡山市と災害時における防
災協力に関する協定書を締
結している団体への加入の
有無 

有 ・ 無 

当該団体への加入を証す
る書類の写し（３月以内
に発行されたものに限
る。） 

岡山市女性が輝く男女共同
参画推進事業所認証取得の
有無 

有 ・ 無 
認定証の写し 

経営事項審査における「若
年技術職員の継続的な育成
及び確保」又は「新規若年
技術職員の育成及び確保」
への該当の有無 

有 ・ 無 

経営規模等評価結果通知
書・総合評定値通知書
（最新のもの）の写し 

建設キャリアアップシステ
ムへの登録の有無 

有 ・ 無 
登録が確認できる書類の
写し 

ICT活用工事の実績の有無
又は本工事においてICT活
用工事を実施する旨の誓約
の有無 

有 ・ 無 

履行証明書の写し又は実
施誓約書 

岡山市発注の総合評価方式
による工事において，完
成・引渡しが完了していな
い工事の件数 

    件 

 

注1) 「区分」欄の該当する項目に○印を付け，必要事項を記載するとともに，「添付資料」

欄に記載した資料を必ず添付してください。 

注2)  ISO認証取得とは，財団法人日本適合性認定協会（JAB）によって認定・登録された審査

登録機関から発行された有効期間内の登録証（認証状）を取得していること（定められた

サーベイランス審査を受けていること）又は国際認定機関フォーラム（IAF）相互承認グル

ープに加盟している認定機関から審査登録機関として認定された機関発行の有効期間内の

登録証（認証状）を取得していること（定められたサーベイランス審査を受けているこ

と）をいいます。 

注3)  共同企業体を結成して入札に参加する場合は，すべての構成員について作成してくださ

い。 
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様式第５号（第９条関係） 

工程表・施工計画に係る技術的所見 

                                                                                  （会社名又は共同企業体名                ）

〔今回発注工事名                        〕 

                                            工       程       表 

 

項   目 

 

単位 

 

数量 

     月      月      月      月      月      月      月     月      月      月      月      月 

 10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20  10 20 

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

                                       

 工程管理に係る技術的所見 

(1) 施工計画の実施手順 

 

 

(2) 工期設定（工期短縮ができる場合は，検査期間を除いた完成予定日も明記してください。） 
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様式第６号（第９条関係） 

 

      施工に関する課題に係る技術的所見 

                      

（会社名又は共同企業体名                ） 

 

〔今回発注工事名                                             〕 

 

 

施工に関する課題 

 

 

 

課題の設定理由 

 

（具体的な施工計画） 
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様式第７号（第９条関係） 

 

品質管理に係る技術的所見 

 

                      （会社名又は共同企業体名                ） 

 

〔今回発注工事名                                             〕 

 

 

品質管理の対象 

 

 

 

対象の設定理由 

 

（具体的な品質管理方法） 
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様式第８号（第９条関係） 

 

総合評価一般競争入札（特別簡易型）自己採点表 
 

入札者名  

工事名  

評 価 項 目 評 価 基 準 配点 自己採点 市の採点 評価結果 

① 
企
業
の
施
工
実
績 

同種工事施工実績の
規模 

対象工事ごとに定める 2.0 

   
対象工事ごとに定める 1.0 

対象工事ごとに定める 0.5 

対象工事ごとに定める 
無 効 
又は0 

過去３年間の岡山市
発注工事における工
事成績評定点の平均
点 

７７点以上 3.0    

７３点以上７７点未満 2.0 

６９点以上７３点未満 1.0 

６５点以上６９点未満又は
受注実績無し 

0 

６５点未満 -1.0 

①小  計    

② 
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力 

同種工事施工経験の
規模 

対象工事ごとに定める 2.0 

   
対象工事ごとに定める 1.0 

対象工事ごとに定める 0.5 

対象工事ごとに定める 
無 効 
又は0 

過去３年間の岡山市
発注工事における工
事成績評定点の最高
点 

７７点以上 1.0    

６９点以上７７点未満 0.5 

６９点未満又は受注実績無
し 

0 

過去１年間の建設系
ＣＰＤ協議会加盟団
体が運営する制度に
おける学習実績の有
無 

有 1.0    

無 0    

満40歳未満の技術者
の配置の有無 

有 1.0    

無 0    

②小  計    

 
③ 
 

企 
 

業 
 

の 
 

過去３年間の岡山市
における優良工事施
工業者表彰の回数又
は経過措置による評
価対象者（ただし，
直近の表彰後に優遇
措置の終了事項に該
当した場合は評価し
ない。） 

２回以上又は経過措置によ
る評価対象者 

1.0 

   
１回 0.5 

０回 0 
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体 
 

制 
 

等 

ISO9000シリーズ認
証取得の有無 

有 1.0    

無 0 

ISO14000シリーズ認
証取得の有無 

有 1.0    

無 0 

建設業労働災害防止
協会加入の有無 

有 1.0    

無 0 

岡山市と災害時にお
ける防災協力に関す
る協定書を締結して
いる団体への加入の
有無 

有 1.0 
   

無 0 

岡山市女性が輝く男
女共同参画推進事業
所認証取得の有無 

有 1.0    

無 0    

経営事項審査におけ
る「若年技術職員の
継続的な育成及び確
保」又は「新規若年
技術職員の育成及び
確保」への該当の有
無 

有 1.0 

   

無 0 

   

建設キャリアアップ
システムへの登録の
有無 

有 1.0    

無 0    

ＩＣＴ活用工事の実
績の有無又は本工事
においてＩＣＴ活用
工事を実施する旨の
誓約の有無 

有 1.0 
   

無 0 
   

岡山市発注の総合評
価方式による工事に
おいて，完成・引渡
しが完了していない
工事の件数 

０件 2.0    

１件 1.0    

２件以上 0    

③小  計    

④
地 
   

域 
 

性 

市内外業者区分 
（土木一式工事） 

工事場所の区に主たる営業
所を有する市内業者 

3.0    

工事場所の区以外に主たる
営業所を有する市内業者 

2.0    

従業員数50人以上の準市内
業者 

1.5    

従業員数10人以上の準市内
業者 

1.0    

準市内業者 0.5    

上記以外の業者 0    

市内外業者区分 
（土木一式工事以外
の工事） 

市内業者 3.0    

従業員数50人以上の準市内
業者 

2.0    

従業員数10人以上の準市内
業者 

1.0    

準市内業者 0.5    

上記以外の業者 0    
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④小  計    

加算点合計（①＋②＋③＋④）     

標 準 点     

技術評価点（加算点＋標準点）     
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様式第８号（第９条関係） 

 

総合評価一般競争入札（特別簡易育成型）自己採点表 
 

入札者名  

工事名  

評 価 項 目 評 価 基 準 配点 自己採点 市の採点 評価結果 

① 
企
業
の
施
工
実
績 

過去３年間の岡山市発

注工事における工事成

績評定点の平均点 

７７点以上 3.0    

７３点以上７７点未満 2.0 

６９点以上７３点未満 1.0 

６５点以上６９点未満

又は受注実績無し 
0 

６５点未満 -1.0 

①小  計    

② 
配
置
予
定
技
術
者
の
能
力 

過去３年間の岡山市発

注工事における工事成

績評定点の最高点 

７７点以上 1.0    

６９点以上７７点未満 0.5 

６９点未満又は受注実

績無し 
0 

過去１年間の建設系Ｃ

ＰＤ協議会加盟団体が

運営する制度における

学習実績の有無 

有 1.0    

無 0    

満40歳未満の技術者の

配置の有無 

有 2.0    

無 0    

②小  計    

 

 

 

 

 

 

③ 

 

企 

 

業 

 

の 

 

過去３年間の岡山市に
おける優良工事施工業
者表彰の回数又は経過
措置による評価対象者
（ただし，直近の表彰
後に優遇措置の終了事
項に該当した場合は評
価しない。） 

２回以上又は経過措置
による評価対象者 

1.0 

   １回 0.5 

０回 0 

ISO9000シリーズ認証
取得の有無 

有 1.0    

無 0    

ISO14000シリーズ認証

取得の有無 

有 1.0    

無 0 

建設業労働災害防止協

会加入の有無 

有 1.0    

無 0 

岡山市と災害時におけ

る防災協力に関する協
有 1.0 
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体 

 

制 

 

等 

 

 

 

定書を締結している団

体への加入の有無 無 0 

岡山市女性が輝く男女

共同参画推進事業所認

証取得の有無 

有 1.0    

無 0    

経営事項審査における

「若年技術職員の継続

的な育成及び確保」又

は「新規若年技術職員

の育成及び確保」への

該当の有無 

有 1.0 

   

無 0 
   

建設キャリアアップシ

ステムへの登録の有無 

有 1.0    

無 0    

ＩＣＴ活用工事の実績

の有無又は本工事にお

いてＩＣＴ活用工事を

実施する旨の誓約の有

無 

有 1.0 
   

無 0 
   

岡山市発注の総合評価

方式による工事におい

て，完成・引渡しが完

了していない工事の件

数 

０件 2.0    

１件 1.0    

２件以上 0 
   

③小  計    

④
地 
   

域 
 

性 

市内外業者区分 
（土木一式工事） 

工事場所の区に主たる
営業所を有する市内業
者 

3.0 
   

工事場所の区以外に主
たる営業所を有する市
内業者 

1.5 
   

上記以外の業者 0    

市内外業者区分 
（土木一式工事以外の
工事） 

市内業者 3.0    

上記以外の業者 0    

④小  計    

加算点合計（①＋②＋③＋④）     

標 準 点     

技術評価点（加算点＋標準点）     
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